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敬愛大学「海外スクーリング（海外研修プログラム）」における 

moodle での教材作成の進捗状況 

 

石橋嘉一 

（敬愛大学 特任教員） 

 

はじめに 

敬愛大学では、千葉圏域大学コンソーシアム構築において、国際教育の充実を大きな柱

に掲げております。本事業における敬愛大学の取り組みとしては、国際教育に関わる「海

外研修プログラム」と「一年次基礎演習（日本語基礎教育）」の２つプログラムの充実を主

に図っております。本報告は、その内の海外研修プログラムにおけるものです。 

 

海外スクーリングについて 

敬愛大学の海外研修は、「海外スクーリング」と呼ばれ、地域研究を中心とする教員が、

自分のフィールドワークに学生とともに学びに行くといった充実した異文化体験型の海外

研修プログラムとなっています。本研修は、開発途上国を中心とした諸外国で、貴重な体

験学習の機会を学生に提供するもので、単位認定を受けられる敬愛大学独自の海外研修プ

ログラムです。  

 

moodle の活用に向けて 

 敬愛大学では、コンソーシアムの取り組みに合わせ、海外スクーリングを e-leaning で支

援する方向となりました。具体的には、渡航前の事前学習、所謂、海外情勢に興味関心を

持ち、情報収集を行い、異文化に対する知識の習得と現地での生活・活動のノウ・ハウを

事前に学習するということです。研修後も、研修で得た知識と体験をより内面化し、深い

学習が行われるよう e-learning の持つ特性を活用し、教材の開発に取り組んでいます。 

 

進捗状況 

 海外スクーリングの教材開発では、教授モデルとして「IDI（Intercultural Development 

Inventory）」という「異文化感受性モデル」を理論的背景に用い、服装や料理といった表

層レベルの相違だけではなく、文化的社会的な価値観やコミュニケーションの深層部分に

おいても「気づき」が行われ、国際社会や異文化コミュニケーションにおいて深く有意味

な学習となるよう教材開発に配慮されています。未だ開発段階ですが、次ページからコン

テンツの一部を表示します。 
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授業案内：シラバス、授業掲示板等 

 

Chapter 1 ：過去の研修報告集を活用した教員から学生へのメッセージ 
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Chapter2：過去の研修の画像から現地での様子を学ぶ 

 

 

 

Chapter3：国際社会における政治、社会、文化等を動画で学習する 
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Chapter4: 国際社会が抱える様々な社会問題をスライドショーから学ぶ 

     学習者へ研修目的の内面化を図る 

 

 

今後の開発：渡航に向けての実践編の充実と、帰国後の内省的な学習を取り入れる 

      レポートに研修の成果を効果的にまとめらるような機能を取り入れる 
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おわりに 

以上が、敬愛大学海外研修プログラムにおける教材開発の進捗状況の概況です。

e-learning が持つ視聴覚教材としての特性を活かし、さらに教育工学や学習心理の理論的、

実践的な示唆を活用し、より良い学習者中心の教材を開発していこうと教職員一同取り組

んでおります。 


